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自己紹介

・本業：立命館大学経済学部の教員

・専門：産業経済論→企業組織・企業戦略論

・大学行政：

１９９４．４～２００５．３ 立命館副総長

２０００．４～２００４．３ 立命館アジア

太平洋大学学長

現在 立命館大学評価委員会委員長



１．P.F.ドラッカーから学ぶ

ー非営利組織イノベーションの意義と難しさー

①大学組織にいかに「イノベーション体質」

を根付かせるか。

②ドラッカー『イノベーションと起業家精神』

（１９８５）から学んだこと

③とくに、第14章「公的サービス機関にお

ける起業家精神」 から学んだこと、励ま

されたこと



ドラッカー「公的サービス機関における

起業家精神」（第14章）

「公的サービス機関も、企業と同じように、起業

家としてイノベーションを行わなければならな

い。 いや、むしろ企業以上に企業家的であ

ることが必要である。」

「公的サービス機関がイノベーションを行うこと

は、もっとも官僚的な企業と比べてさえ、はる

かに難しい。」

「公的サービス機関は、イノベーションの機会の

追求を自らの活動に組み込まなければならな

い。」



２．私の関わった

３つの大学イノベーション

（１）京都・大学センター（現在の大学コンソーシ

アム京都）の設立

1993年→大型単位互換制度

（２）立命館大学びわこくさつキャンパス（ＢＫＣ）

1994年→滋賀県草津市に新キャンパス

1998年→経済・経営2学部移転・新展開

（３）立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）創設

2000年→わが国初の本格的国際大学



（１）大学コンソーシアム京都

①1993年、京都・大学センター

→1998年、大学コンソーシアム京都

→1999年、キャンパスプラザ京都（駅前）

②「大学のまち・学生のまち京都」

→「京都のまちを、大学に！」

③大学間競争→大学の共存・共栄

④わが国初の大型大学コンソーシアム



⑤単位互換制度（1994年度→現在）

・参加大学：

28大学→46大学（短期大学を含む）

・提供科目：

51科目→535科目

・受講登録者（延べ数）：

約1,800名→約10,000名

⑥その他、多方面の教育・研究支援事業、

地域貢献事業



ＢＫＣキャンパス



（２）ＢＫＣ新展開

①「これからは、文理融合の時代」

→理工＋経済・経営

→「日本のＭＩＴをめざそう！」

→1998年、経済・経営２学部一挙移転

→文理総合インスティチュート

→環境、金融、サービス（スポーツ）に焦

点

②産官学連携、地域・大学連携のモデルに

→「リエゾン・オフィス」

③新学部：情報理工、生命科学・薬学（予定）



ＡＰＵキャンパス







（３）ＡＰＵ創設

①わが国初の本格的国際大学として

→学生の「半分」は、留学生

（当初４００名/年、現在650名）

→英語・日本語２言語両建ての教育システム

→英語にもとづく一貫したカリキュラム体系

→教員多国籍化（５０％：２０を超える国籍）

②わが国の留学生受入れモデルの転換

→留学生出身地：北東アジアから全世界に

世界８２カ国・地域から2,600名を越える

留学生（留学生のグローバル化）



③英語・日本語２言語教育システムの意義・効果

→留学生構造グローバル化の最大の背景

→「日本語の壁」を超えることなしに、留学生

受入れのグローバル化は進まない。

④留学生確保をめぐるグローバル競争と奨学金

ファンド

→優秀な留学生確保には、奨学金が必要

→欧米の有力大学は、豊富な奨学金

→APUの奨学金を支えた日本経済界の貢献



⑤学生定員（1学年）800名にかけた思い

→学生の半数（５０％）を留学生で

→認可規制との闘い（当時の状況）

⑥留学生毎年400名にかけた思い

→毎年400名の確証を求める文部省（当時）

→学生推薦協定400校戦略

→教職員チーム、世界20カ国・地域、700高

校をまわる

→400名を大幅上回る学生推薦協定



⑦APUは、なぜ大分県別府にあるのか。

→大分県の大学誘致（当時、平松守彦知事）

→大型「公私協力」の成果

⑧なぜ、「国際」ではなく、「アジア太平洋」か

→「21世紀はアジア太平洋の時代」

→新時代における国際貢献



４．私が大学のイノベーションから

学んだこと

①「大課題」の提起は

トップダウンの役割。

②「大課題」への挑戦には

「大義」が必要。



③達成感の蓄積が

次のエネルギーを生む。

④イノベーションは

継続しなければならない。

⑤イノベーションに

数値目標は付き物である。



⑥イノベーションにおける

コンセプトの威力。

・大学コンソーシアム京都

→「京都がもう一つの大学になる！」

・立命館大学ＢＫＣ・学部移転

→「ＢＫＣ新展開」

・APU

→「学生の半数が国際学生（留学）！」



ご静聴、

ありがとうございました。


